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公共施設適正配置基本計画に関するワークショップ結果 

 

１．実施概要 

（１）目的 

老朽化が進み、施設の大規模な改修や建替えが必要となっている公共施設につい

て、長期的な視点をもって、建替え、長寿命化改修、統廃合などを行うことで財政

負担を軽減・平準化し、施設全体の最適化を図る必要があります。 

泉大津市では、平成 26 年 12 月に公共施設の適正配置における基本理念、5つの

基本方針を示す「泉大津市公共施設適正配置基本方針」を策定しました。さらに、

基本理念の実現に向けて平成 29 年 6 月に公共施設の方向性を示す「泉大津市公共

施設適正配置基本計画」を策定し、令和 3 年度末に第１期を終え、令和 4 年度から

第 2期に取り組んできました。 

令和 8年度末に第 2期を終えるため、引き続き公共施設適正配置の推進を図る

「泉大津市公共施設適正配置基本計画【第 3期】」の策定に向けた取り組みを行っ

ています。 

今回、様々な環境の変化を考慮し、現在の市民ニーズを把握して計画を策定する

ため、ワークショップ（意見交換会）を行いました。 

 

（２）開催日程等 

日時 
令和７年 12 月６日(土) 午前の部 10:00～11:30 

   午後の部 14:00～15:30 

場所 泉大津市役所 ３階 大会議室 

対象者 
市内在住の１６歳以上の方 

市外在住の方でも泉大津市の施設利用者は可 

テーマ 
①公共施設の良いところ／改善したいところ 

②公共施設のあり方を考えよう 

 

（３）周知活動 

■紙媒体 

南北公民館・市役所庁舎のほか、市内公共施設において、チラシの配架およびポ

スターの掲示を実施。 

 

■WEB 

・市役所ホームページ 

・市役所 LINE ・市役所 Instagram 

・市役所 Facebook ・おづぷらざ Instagram 

  

資料３ 
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２．実施結果 

参加者 
午前の部 14 名（３グループ） 

午後の部 ８名（２グループ） 

（１）午前の部 

主な意見は、以下の通りです。 

公
共
施
設
の
良
い
と
こ
ろ
・
改
善
し
た
い
と
こ
ろ 

良
い
と
こ
ろ 

●アクセス 

 公民館や長寿園が自宅から近くて利用しやすい 

 助松公園は駐車場がある 

 おづぷらざや勤労青少年ホームは夜間に利用できる 

 総合体育館は市民が安く利用できる 

 おづぷらざは会議室が無料で利用できて良い 

●機能面 

 図書館（シープラ）は「飲食可能」「使いやすい」「Wi-Fi がある」 

 総合体育館の横にプールがある 

●イベント・にぎわい 

 シーパスパークはイベントが多く、楽しい（市民クラブによる管理も高評価） 

 公民館・・青少年ホームでの読み聞かせ、オカリナなどのクラブ活動がある 

 テクスピア大阪は「イベントが多い」「福祉団体も活動可能」 

改
善
し
た
い
と
こ
ろ
・
課
題 

●アクセス・立地について 

 施設によっては駅から遠いものもある 

 施設に併設する駐車場や駐輪場の台数がもっと多いと混雑時には良い 

（シーパスパーク、公民館、総合体育館） 

●設備の老朽化や不足・仕様について 

 更新されていない施設はトイレや空調設備が古い、エレベーターが無い 

 図書館（シープラ）の駐車場料金がもっと安いと良い 

 シーパスパークは緑がもっと多い方が良い 

 プールが屋外のため天候や季節に左右される 

 防音環境が整っていて音楽ができる施設が少ない 

●災害時の対応について 

 災害時の備えとして非常電源が有ると良い 

 海に近い施設は津波が心配 

●制度・ルールについて 

 団体登録が必要な施設は使いにくい 

 全体的に施設の認知度が低い 

●その他の課題 

 イベント時に循環バスの運行が有ると良い 

 全施設に Wi-Fi 整備が有ると良い 

 多機能化（小さな図書館・カフェ機能・子どもが遊べる公園など） 

 施設名が古くさい（〇〇館・ホーム・センターなど） 

 料金が安くなる制度はもっと周知してほしい 

 ドッグランやボール遊びのエリアなど、公園機能の拡充 
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公
共
施
設
の
あ
り
方
を
考
え
よ
う 

●複合化・多機能化 

 公民館に小図書館やカフェ、子ども向けスペースを設置する 

 小学校（児童減少校）を地域交流に活用する 

 イベントや音楽活動ができる防音施設を設置する 

●サービスの維持・向上 

 全施設にフリーWi-Fi を整備する 

 インターネットで情報発信や予約をする仕組みを拡充する 

 現代的な施設名称とし、開館日時を見直すなど若者も利用しやすくする 

 イベント時に循環バスを運行する 

 駐車場や駐輪場の台数を拡充する 

 近隣施設で図書の受取りをできるシステムを作る 

●災害に強い公共施設へ 

 非常電源や災害時に使用できるトイレを整備する 

 津波リスクのある施設は移転も含めて検討する 

●市民参加・地域コミュニティの活性化 

 公園や施設を市民と一緒に管理・運営する仕組みを拡充する 

（例：シーパスパーク・クラブ） 

 施設利用を通じて世代間交流を進める仕組みを考える 

 

■グラフィックレコーディング 

Ａグループ 
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Ｂグループ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃグループ 
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全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■会場の様子 
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（２）午後の部 

主な意見は、以下の通りです。 

公
共
施
設
の
良
い
と
こ
ろ
・
改
善
し
た
い
と
こ
ろ 

良
い
と
こ
ろ 

●アクセス・使いやすさ・身近さ 

 公民館は習い事等でよく利用されており、無料で使える、受付が常駐し

ていて安心して利用できる 

 勤労青少年ホームは借りたいときに部屋を借りられる、市の中心にあっ

て便利 

 長寿園は地域密着性が高く、子ども会や食事会など幅広く利用できる 

●設備・環境の良さ 

 あすとホールは音響設備が良い（ミキサー・スピーカーなど） 

 テクスピア大阪は建物がきれい、トイレや備品も良好 

●活動・用途の広さ 

 青少年ホームは合唱団や親子ひろばなど多用途で使える音楽室がある 

 公民館はマジッククラブなど、サークル活動が盛ん 

 長寿園は囲碁や裁縫、だんじり関係など地域の拠点として使われている 

改
善
し
た
い
と
こ
ろ
・
課
題 

●アクセスの不便さ・移動の課題 

 公民館や長寿園は自宅から徒歩圏にあった方が良い 

 統合場所によっては交通の利便性が下がる懸念がある 

 循環バスなどアクセス手段を拡充してほしい 

 駐車場料金がもっと安い方が良い 

●設備の老朽化や不足・仕様について 

 更新されていない施設はトイレが和式でブースが狭い、手摺なし、エレ

ベーターがなく上階まで荷物をもって階段を上がるのが大変 

●使い勝手・制度の課題 

 統廃合が「知らないうちに進んでいる」と思う 

 公民館の北と南で交流が少ないため情報発信を拡充した方が良い 

 利用料が高い施設がある 

 音を出す用途での利用は断られることがある 

 市民が利用しやすい料金体系としてほしい（市内/市外、企業で差別化） 

 活動団体が減って、活気がなくなってきている施設がある 

●地域運営の負担 

 鍵管理を地域住民で行っている施設は「管理者負担の軽減策」が必要で

ある 

●施設統合に対する不安・疑問 

 公民館と勤労青少年ホームがいつ統廃合するのか市民に伝わっていない 

 統合後の施設のイメージ・使い方を早く共有してほしい 

 名称や雰囲気を若者向けにし、若者も使える施設にしてほしい 

●その他の声 

 周知の改善、学校を通じた情報発信などといった周知の工夫が必要 

 誰でも立ち寄れるフリースペースやカフェ的機能があった方が良い 
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公
共
施
設
の
あ
り
方
を
考
え
よ
う 

●複合化・多機能化 

 行政だけでなく民間も含めた複合施設を考える 

 子どもから高齢者まで、誰もが使いやすい場とする 

 フリースペース、自習スペース、カフェ的な機能を整備する 

 合唱団・楽器利用者が使える、防音機能や音響設備を備えた部屋を整備する 

 統合するだけではなく、「どう使うのか」を市民と一緒に考える 

 公民館と勤労青少年ホームの統合後の具体的なイメージを事前に知りたい 

●サービスの維持・向上 

 市内／市外／企業などで料金を分ける 

 市民による文化的な活動の場合は、使用料を減免とする 

 駐車場料金を安価とする 

 「家の近くに欲しい」という声が多いが、市民全員に近い場所は難しいので中心

部に集約することが有効である 

 統合する場合は、徒歩利用の代替として循環バスを拡充する 

 全施設のトイレを洋式化と手摺の設置する 

●地域とともにつくる施設運営 

 長寿園のような地域密着拠点は残したい 

 告知物を置けるコーナーを施設に設置し、地域の交流を促進する 

 若者も利用しやすい雰囲気と名称づくり 
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■グラフィックレコーディング 

Ａグループ 
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全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■会場の様子 
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参考：投影資料 
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